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②

防
止
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
た
こ
と

に
対
し
て
、
改
め
て
厚
く
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

感
染
症
の
流
行
「
第
６
波
」
に
備
え
、

今
後
も
気
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、
感
染

の
再
拡
大
防
止
と
経
済
対
策
の
両
立
を

目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農

業
や
漁
業
に
お
い
て
も
、
サ
ツ
マ
イ
モ

基
腐
病
の
拡
大
や
漁
獲
量
の
減
少
な
ど

が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
影
響
を
受

け
て
い
る
方
々
へ
の
支
援
を
行
う
た
め

の
取
り
組
み
を
継
続
し
ま
す
。

　

西
之
表
港
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、

港
湾
計
画
の
見
直
し
に
伴
う
耐
震
強
化

岸
壁
整
備
等
に
向
け
た
事
業
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
港
町
と
し
て
の
魅
力
を
発
揮

し
て
い
く
た
め
、
市
街
地
と
一
体
と

な
っ
て
、
農
林
水
産
業
を
は
じ
め
商
工
・

観
光
業
な
ど
、
市
民
全
体
で
知
恵
を
出

し
合
い
な
が
ら
、
議
論
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

馬
毛
島
問
題
に
つ
い
て
も
、
重
要
な

局
面
を
迎
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
防

衛
省
に
対
し
、
地
元
の
理
解
を
得
な
い

ま
ま
計
画
を
進
め
る
こ
と
は
同
意
で
き

な
い
旨
、
再
三
に
わ
た
り
伝
え
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
施
設
の
整
備

　

市
民
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
市
政
運

営
に
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
特

に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
つ
い
て
は
、
医
療
従
事
者
の
皆
様

の
献
身
的
な
活
動
に
心
か
ら
の
敬
意
と

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
接

種
で
は
現
役
を
離
れ
て
い
た
医
師
、
看

護
師
の
方
々
を
は
じ
め
、
行
政
連
絡
員

の
皆
様
に
も
多
大
な
ご
尽
力
を
得
ま
し

た
。
本
市
独
自
の
非
常
事
態
宣
言
を
発

令
す
る
感
染
急
拡
大
の
中
で
、
時
短
要

請
等
に
対
応
さ
れ
た
事
業
者
の
皆
様
を

含
め
、
市
民
一
丸
と
な
っ
て
感
染
拡
大

▲馬毛島現況調査の様子

▲新型コロナワクチン接種会場

決
定
へ
の
判
断
材
料
を
十
分
に
示
さ
な

い
ま
ま
、
防
衛
省
は
計
画
を
進
め
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
地
元
市
長
と
し
て
、

引
き
続
き
正
確
な
情
報
の
収
集
に
努

め
、
防
衛
省
に
対
し
て
は
、
環
境
影
響

評
価
な
ど
の
調
査
結
果
を
丁
寧
に
説
明

し
、
住
民
の
理
解
を
得
な
が
ら
課
題
を

整
理
す
る
よ
う
訴
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
新
年
度
か
ら
は
、
今
年
度
策

定
し
た
第
6
次
西
之
表
市
長
期
振
興
計

画
後
期
計
画
に
基
づ
い
た
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。「
人
・
自
然
・
文
化
‐

島
の
宝
が
育
つ
ま
ち
」
を
将
来
像
と
し

て
、
さ
ら
に
島
の
宝
を
大
き
く
育
て
る

た
め
、
小
さ
く
て
も
ど
こ
に
も
負
け
な

い
独
自
性
の
あ
る
ふ
る
さ
と
を
創
出
し

て
い
き
ま
す
。
昨
年
の
市
長
選
挙
で
は
、

市
民
の
皆
様
の
力
強
い
ご
支
持
に
よ

り
、
新
た
な
4
年
の
任
期
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
持
続
可
能
な
地
域
社
会
を
未

来
に
つ
な
ぐ
た
め
、
市
民
の
皆
様
、
行

政
、
各
種
団
体
や
関
係
機
関
等
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
政
策
推
進
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸

を
お
祈
り
し
、
私
の
新
年
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

 

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ　
　
西
之
表
市
長　

八
板　

俊
輔
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③

《書道の部》
種子島税務署長賞 種子島中学校 福元　遥之介さん

種子屋久納税貯蓄組合
連合会会長賞 種子島中学校 上園　遥花さん

種子屋久納税貯蓄組合
連合会会長賞 伊関小学校 古田　海里さん

税
に
関
す
る
作
品
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
（
種
子
島
税
務
署
）

《標語の部》
優秀賞 下西小学校 山口　智也さん

《絵はがきの部》
種子島税務署長賞 国上小学校 大瀬　蓮美華さん

優秀賞

榕城小学校 榎本　澪さん
下西小学校 橋元　祐奈さん
国上小学校 福元　潤平さん
現和小学校 園田　優菜さん
現和小学校 森下　陽音さん
古田小学校 酒匂　蒼空さん

　

受
賞
し
た
作
品
は
、
種
子
島
合
同
庁
舎
２
階
に
展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

　

受
賞
し
た
作
品
は
、
種
子
島
合
同
庁
舎
２
階
に
展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

覧
く
だ
さ
い
。

種子島中学校種子島中学校

伊関小学校伊関小学校

下西小学校下西小学校

国上小学校国上小学校

　

令
和
３
年

　

令
和
３
年
４４
月月
１１
日
に
、
西
之
表
市

日
に
、
西
之
表
市

視
覚
障
害
者
協
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

視
覚
障
害
者
協
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

同
会
は
、
視
覚
障
害
者
に
対
す
る
社
会

同
会
は
、
視
覚
障
害
者
に
対
す
る
社
会

の
認
識
を
深
め
、
視
覚
障
害
者
の
文
化

の
認
識
を
深
め
、
視
覚
障
害
者
の
文
化

の
向
上
と
福
祉
の
増
進
を
目
的
と
し
、

の
向
上
と
福
祉
の
増
進
を
目
的
と
し
、

現
在
会
員
７
名
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

現
在
会
員
７
名
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

で
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
交
流
会
等
を
行
っ

で
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
交
流
会
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

　

1111
月月
2828
日
（
日
）、
嘉
永
山
公
園
で
行

日
（
日
）、
嘉
永
山
公
園
で
行

わ
れ
た
定
例
会
活
動
で
は
、
ウ
ォ
ー
キ

わ
れ
た
定
例
会
活
動
で
は
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
実
施
。
紐
製
の
手
作
り
ロ
ー
プ

ン
グ
を
実
施
。
紐
製
の
手
作
り
ロ
ー
プ

を
使
い
、
会
員
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

を
使
い
、
会
員
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

の
「
く
だ
り
坂
に
な
り
ま
す
」「

の
「
く
だ
り
坂
に
な
り
ま
す
」「
5050
ｍ
歩
ｍ
歩

い
た
ら
芝
生
に
な
り
ま
す
」
と
い
う
掛

い
た
ら
芝
生
に
な
り
ま
す
」
と
い
う
掛

け
声
を
受
け
な
が
ら
一
緒
に
楽
し
み
ま

け
声
を
受
け
な
が
ら
一
緒
に
楽
し
み
ま

し
た
。

し
た
。

　

参
加
し
た
鶴
薗
正
二
さ
ん
（
枦
之
峯
）

　

参
加
し
た
鶴
薗
正
二
さ
ん
（
枦
之
峯
）

は
、「
十
数
年
前
に
網
膜
色
素
変
性
症
で

は
、「
十
数
年
前
に
網
膜
色
素
変
性
症
で

全
盲
に
な
っ
た
が
、
こ
う
し
て
み
ん
な

全
盲
に
な
っ
た
が
、
こ
う
し
て
み
ん
な

で
集
ま
っ
て
運
動
し
た
り
、
お
話
し
た

で
集
ま
っ
て
運
動
し
た
り
、
お
話
し
た

り
す
る
の
が
一
番
楽
し
い
」
と
話
し
ま

り
す
る
の
が
一
番
楽
し
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

し
た
。

　

同
会
の
田
本
実
美
会
長
は
、「
私
自
身

　

同
会
の
田
本
実
美
会
長
は
、「
私
自
身

も
黄
斑
変
性
症
。
協
会
設
立
の
活
動
で

も
黄
斑
変
性
症
。
協
会
設
立
の
活
動
で

今
の
仲
間
と
出
会
い
、
楽
し
い
時
間
を

今
の
仲
間
と
出
会
い
、
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
て
い
る
。
視
覚
に
障
害
の
あ
る

過
ご
し
て
い
る
。
視
覚
に
障
害
の
あ
る

他
の
方
に
も
一
緒
に
活
動
を
楽
し
ん
で

他
の
方
に
も
一
緒
に
活
動
を
楽
し
ん
で

ほ
し
い
。
ま
た
、
若
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ほ
し
い
。
ま
た
、
若
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
の
協
力
が
あ
れ
ば
大
変
あ
り
が
た

の
方
の
協
力
が
あ
れ
ば
大
変
あ
り
が
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

田本 実美会長

　視覚障害の方はもちろん、ボラ
ンティアの方も大歓迎！
　詳細は、お問い合わせください。
■問い合わせ先
　☎ 090‐4587‐3432

▲会員とボランティアの皆さん▲ウォーキングの様子

西之表市視覚障害者協会西之表市視覚障害者協会
仲間と運動や交流を楽しんでいます仲間と運動や交流を楽しんでいます

み
ん
な
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
楽
し
む

み
ん
な
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
楽
し
む

※
こ
の
記
事
を
読
ま
れ
た
方
は
、
視
覚
障
害

※
こ
の
記
事
を
読
ま
れ
た
方
は
、
視
覚
障
害

の
方
へ
教
え
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

の
方
へ
教
え
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

市政の窓2022.1 月号



ま・ち・の・わ・だ・い

④

　

1111
月月
2121
日
（
日
）、
美
浜
グ
ラ
ウ
ン
ド

日
（
日
）、
美
浜
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
行
わ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
ソ
フ

で
行
わ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
で
、
救
急
用
具
の
贈
呈

ト
ボ
ー
ル
大
会
で
、
救
急
用
具
の
贈
呈

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
熊
毛
地
域
の
子
ど
も
た
ち

　

こ
れ
は
、
熊
毛
地
域
の
子
ど
も
た
ち

の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
時
の
安
全
や
、
防
災
・

の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
時
の
安
全
や
、
防
災
・

緊
急
事
態
の
備
え
と
な
る
た
め
に
、
種

緊
急
事
態
の
備
え
と
な
る
た
め
に
、
種

子
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
鹿
児
島
ラ

子
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
鹿
児
島
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
屋
久
島
支
部
が
合
同

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
屋
久
島
支
部
が
合
同

で
取
り
組
ん
だ
も
の
で
、
市
内
の
各
団

で
取
り
組
ん
だ
も
の
で
、
市
内
の
各
団

体
に
計

体
に
計
1414
セ
ッ
ト
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

セ
ッ
ト
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
子
ど
も
た
ち
は
大
き
な

こ
れ
を
受
け
、
子
ど
も
た
ち
は
大
き
な

声
で
感
謝
を
伝
え
ま
し
た
。

声
で
感
謝
を
伝
え
ま
し
た
。

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ 

市
ス
ポ
少

市
ス
ポ
少

等
へ
救
急
用
具
を
寄
贈

等
へ
救
急
用
具
を
寄
贈

　

1111
月月
2121
日
（
日
）、
市
民
会
館
で
「
知

日
（
日
）、
市
民
会
館
で
「
知

事
と
の
ふ
れ
あ
い
対
話
」
が
開
催
さ
れ

事
と
の
ふ
れ
あ
い
対
話
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
県
民
が
安
心
で
き
る
行
政

　

こ
れ
は
、
県
民
が
安
心
で
き
る
行
政

づ
く
り
に
資
す
る
た
め
、
塩
田
康
一
知

づ
く
り
に
資
す
る
た
め
、
塩
田
康
一
知

事
と
県
民
が
、
県
内
の
各
地
域
で
意
見

事
と
県
民
が
、
県
内
の
各
地
域
で
意
見

交
換
を
行
う
も
の
で
す
。
公
募
等
で
選

交
換
を
行
う
も
の
で
す
。
公
募
等
で
選

ば
れ
た

ば
れ
た
1414
名
の
参
加
者
か
ら
は
、
ガ
ソ

名
の
参
加
者
か
ら
は
、
ガ
ソ

リ
ン
価
格
の
高
騰
や
馬
毛
島
問
題
な
ど

リ
ン
価
格
の
高
騰
や
馬
毛
島
問
題
な
ど

に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
に
つ
い
て
質
問

　

サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
に
つ
い
て
質
問

し
た
花
木
恵
美
子
さ
ん（
花
木
農
園
）は
、

し
た
花
木
恵
美
子
さ
ん（
花
木
農
園
）は
、

「
知
事
は
、
対
応
を
前
向
き
に
検
討
し
、

「
知
事
は
、
対
応
を
前
向
き
に
検
討
し
、

基
幹
産
業
の
こ
と
を
よ
く
考
え
て
く
れ

基
幹
産
業
の
こ
と
を
よ
く
考
え
て
く
れ

て
い
る
印
象
だ
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

て
い
る
印
象
だ
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

知
事
と
の
ふ
れ
あ
い
対
話

知
事
と
の
ふ
れ
あ
い
対
話

▲ 参加者の質問に回答する塩田知事

　

1111
月月
2222
日
（
月
）、
公
益
社
団
法
人
種

日
（
月
）、
公
益
社
団
法
人
種

子
屋
久
法
人
会
（
東

子
屋
久
法
人
会
（
東 

正
行
会
長
）
が
来

正
行
会
長
）
が
来

庁
し
、
令
和
４
年
度
税
制
改
正
に
関
す

庁
し
、
令
和
４
年
度
税
制
改
正
に
関
す

る
提
言
を
行
い
ま
し
た
。

る
提
言
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
会
は
、「
税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー

　

同
会
は
、「
税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー

ダ
ー
」
と
し
て
、
企
業
の
発
展
と
地
域

ダ
ー
」
と
し
て
、
企
業
の
発
展
と
地
域

振
興
を
目
指
し
、
国
と
社
会
の
繁
栄
に

振
興
を
目
指
し
、
国
と
社
会
の
繁
栄
に

貢
献
す
る
団
体
で
す
。

貢
献
す
る
団
体
で
す
。

　

提
言
内
容
の
重
点
項
目
と
し
て
、
新

　

提
言
内
容
の
重
点
項
目
と
し
て
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
た
め
の
経

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
た
め
の
経

済
活
性
化
と
中
小
企
業
存
続
の
取
組
み

済
活
性
化
と
中
小
企
業
存
続
の
取
組
み

や
、
租
税
教
育
の
充
実
、
固
定
資
産
税

や
、
租
税
教
育
の
充
実
、
固
定
資
産
税

の
見
直
し
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

の
見
直
し
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

種
子
屋
久
法
人
会

種
子
屋
久
法
人
会

　

税
制
改
正
に
関
す
る
提
言

　

税
制
改
正
に
関
す
る
提
言

　

1111
月月
2828
日
（
日
）、国
上
湊
地
域
で
「
供

日
（
日
）、国
上
湊
地
域
で
「
供

養
祭
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

養
祭
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

供
養
祭
は
、
農
業
や
畜
産
業
で
命
を

　

供
養
祭
は
、
農
業
や
畜
産
業
で
命
を

落
と
し
た
虫
や
家
畜
の
霊
を
、
４
年
に

落
と
し
た
虫
や
家
畜
の
霊
を
、
４
年
に

１
度
ま
つ
る
大
切
な
式
典
で
す
。

１
度
ま
つ
る
大
切
な
式
典
で
す
。

　

湊
地
域
の
供
養
祭
は
、
午
前
中
に
山

　

湊
地
域
の
供
養
祭
は
、
午
前
中
に
山

芋
（
雌
株
）
を
掘
り
に
行
く
の
が
習
わ

芋
（
雌
株
）
を
掘
り
に
行
く
の
が
習
わ

し
と
な
っ
て
い
ま
す
。
最
も
ま
っ
す
ぐ

し
と
な
っ
て
い
ま
す
。
最
も
ま
っ
す
ぐ

で
立
派
な
も
の
は
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

で
立
派
な
も
の
は
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

横
の
供
養
石
に
お
供
え
さ
れ
る
た
め
、

横
の
供
養
石
に
お
供
え
さ
れ
る
た
め
、

地
域
の
皆
さ
ん
は
一
生
懸
命
山
芋
を
掘

地
域
の
皆
さ
ん
は
一
生
懸
命
山
芋
を
掘

り
ま
し
た
。

り
ま
し
た
。

　

大
河
春
喜
さ
ん
は
、「
供
養
祭
は
、
昔

　

大
河
春
喜
さ
ん
は
、「
供
養
祭
は
、
昔

か
ら
伝
わ
る
大
切
な
式
典
。
し
っ
か
り

か
ら
伝
わ
る
大
切
な
式
典
。
し
っ
か
り

続
け
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

続
け
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

４
年
に
１
度
の
供
養
祭
（
国
上

４
年
に
１
度
の
供
養
祭
（
国
上 

湊
）
湊
）

市政の窓 2022.1 月号
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1212
月月
２２
日
（
木
）、
市
営
グ
ラ
ウ
ン
ド

日
（
木
）、
市
営
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
、
下
西
小
学
校
の
持
久
走
大
会
が
行

で
、
下
西
小
学
校
の
持
久
走
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

わ
れ
ま
し
た
。

　

県
下
一
周
駅
伝
熊
毛
チ
ー
ム
の
選
手

　

県
下
一
周
駅
伝
熊
毛
チ
ー
ム
の
選
手

３
名
が
伴
走
し
、
１
年
生
か
ら
６
年
生

３
名
が
伴
走
し
、
１
年
生
か
ら
６
年
生

の
児
童
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
力
強
く
か
け

の
児
童
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
力
強
く
か
け

ぬ
け
ま
し
た
。
１
６
０
０
ｍ
を
５
分

ぬ
け
ま
し
た
。
１
６
０
０
ｍ
を
５
分
3636

秒
で
走
り
、
１
位
で
ゴ
ー
ル
し
た
森
悠

秒
で
走
り
、
１
位
で
ゴ
ー
ル
し
た
森
悠

羅
さ
ん
（
６
年
）
は
、「
自
己
ベ
ス
ト
で

羅
さ
ん
（
６
年
）
は
、「
自
己
ベ
ス
ト
で

本
番
１
位
を
と
れ
て
嬉
し
い
。
駅
伝
選

本
番
１
位
を
と
れ
て
嬉
し
い
。
駅
伝
選

手
が
伴
走
し
て
く
れ
て
、
ペ
ー
ス
配
分

手
が
伴
走
し
て
く
れ
て
、
ペ
ー
ス
配
分

の
参
考
に
な
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

の
参
考
に
な
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
駅
伝
選
手
は
、
榕
城
小
学
校

　

ま
た
、
駅
伝
選
手
は
、
榕
城
小
学
校

と
伊
関
小
学
校
の
持
久
走
大
会
で
も
伴

と
伊
関
小
学
校
の
持
久
走
大
会
で
も
伴

走
し
ま
し
た
。

走
し
ま
し
た
。

駅
伝
選
手
と
持
久
走
大
会
（
下
西
小
）

駅
伝
選
手
と
持
久
走
大
会
（
下
西
小
）

ｖ

　　

1212
月月
６６
日
（
月
）、
熊
毛
支
庁
で
令
和

日
（
月
）、
熊
毛
支
庁
で
令
和

３
年
度
道
路
愛
護
知
事
表
彰
の
伝
達
式

３
年
度
道
路
愛
護
知
事
表
彰
の
伝
達
式

が
行
わ
れ
、「
古
田
建
設
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
行
わ
れ
、「
古
田
建
設
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

環
境
活
動
部
」
が
受
賞
し
ま
し
た
。

環
境
活
動
部
」
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
部
は
、
国
道

　

同
部
は
、
国
道
5858
号
沿
い
に
季
節
の

号
沿
い
に
季
節
の

花
を
植
栽
し
た
り
、
美
化
活
動
に
取
り

花
を
植
栽
し
た
り
、
美
化
活
動
に
取
り

組
ん
だ
り
し
て
き
ま
し
た
。

組
ん
だ
り
し
て
き
ま
し
た
。

　

表
彰
状
を
受
け
取
っ
た
古
田
元
秀
さ

　

表
彰
状
を
受
け
取
っ
た
古
田
元
秀
さ

ん
は
、「
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
方
が
喜
ん

ん
は
、「
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
方
が
喜
ん

で
く
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
」
と
話

で
く
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
表
彰
に
南
種
子

し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
表
彰
に
南
種
子

町
の
団
体
が
選
ば
れ
、「
み
ど
り
の
愛
護
」

町
の
団
体
が
選
ば
れ
、「
み
ど
り
の
愛
護
」

功
労
者
国
土
交
通
大
臣
表
彰
に
中
種
子

功
労
者
国
土
交
通
大
臣
表
彰
に
中
種
子

町
の
団
体
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

町
の
団
体
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
道
路
愛
護
知
事
表
彰

令
和
３
年
度
道
路
愛
護
知
事
表
彰▲左からシニアソフトボールクラブ種子島ブルーロ

ケッツ（中種子町）、古田建設ボランティア環境活動部、
種子島建設ボランティアの会（南種子町）

う
が
い
茶
で
風
邪
予
防

う
が
い
茶
で
風
邪
予
防

　

古
田
小
で
茶
葉
の
贈
呈
式

　

古
田
小
で
茶
葉
の
贈
呈
式

　

市
内
小
学
校
で
は
、
毎
年
、
風
邪
予

　

市
内
小
学
校
で
は
、
毎
年
、
風
邪
予

防
の
た
め
「
お
茶
う
が
い
」
を
実
施
し

防
の
た
め
「
お
茶
う
が
い
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
今
年
も
、
種
子
島
茶
生
産

て
い
ま
す
。
今
年
も
、
種
子
島
茶
生
産

組
合
の
農
家
の
皆
さ
ん
か
ら
大
事
に
育

組
合
の
農
家
の
皆
さ
ん
か
ら
大
事
に
育

て
ら
れ
た
茶
葉
が
、
各
小
学
校
へ
提
供

て
ら
れ
た
茶
葉
が
、
各
小
学
校
へ
提
供

さ
れ
ま
し
た
。

さ
れ
ま
し
た
。

　　

1212
月
２
日
（
木
）、
代
表
し
て
古
田
小

月
２
日
（
木
）、
代
表
し
て
古
田
小

学
校
で
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
茶
葉
が
児

学
校
で
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
茶
葉
が
児

童
へ
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

童
へ
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

西
之
表
市
茶
業
振
興
会
の
串
間
光
春

　

西
之
表
市
茶
業
振
興
会
の
串
間
光
春

会
長
は
、「
こ
れ
か
ら
冬
本
番
。
ど
ん
ど

会
長
は
、「
こ
れ
か
ら
冬
本
番
。
ど
ん
ど

ん
寒
く
な
っ
て
く
る
た
め
、
う
が
い
茶

ん
寒
く
な
っ
て
く
る
た
め
、
う
が
い
茶

を
使
っ
て
寒
さ
に
負
け
な
い
身
体
づ
く

を
使
っ
て
寒
さ
に
負
け
な
い
身
体
づ
く

り
を
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

り
を
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　　

1212
月
４
日
（
土
）、
古
田
校
区
と
九
州

月
４
日
（
土
）、
古
田
校
区
と
九
州

電
力
送
配
電
㈱
及
び
関
連
会
社
で
あ
る

電
力
送
配
電
㈱
及
び
関
連
会
社
で
あ
る

㈱
鹿
児
島
電
気
サ
ー
ビ
ス
が
協
働
で
、

㈱
鹿
児
島
電
気
サ
ー
ビ
ス
が
協
働
で
、

古
田
小
学
校
周
辺
の
高
枝
伐
採
作
業
を

古
田
小
学
校
周
辺
の
高
枝
伐
採
作
業
を

実
施
し
ま
し
た
。

実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
雑
木
の
伐
採
に
悩
ん
で
い

　

こ
れ
は
、
雑
木
の
伐
採
に
悩
ん
で
い

た
古
田
校
区
に
対
し
、
同
社
が
社
会
貢

た
古
田
校
区
に
対
し
、
同
社
が
社
会
貢

献
・
環
境
保
全
活
動
の
一
環
で
実
施
し

献
・
環
境
保
全
活
動
の
一
環
で
実
施
し

た
も
の
で
す
。
高
枝
伐
採
作
業
の
他
に

た
も
の
で
す
。
高
枝
伐
採
作
業
の
他
に

も
、
花
の
苗
植
え
や
桜
の
木
の
植
栽
な

も
、
花
の
苗
植
え
や
桜
の
木
の
植
栽
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
古
田
小
学
校
の
児
童
ク
ラ
ブ

　

ま
た
、
古
田
小
学
校
の
児
童
ク
ラ
ブ

「
古
田
っ
子
ク
ラ
ブ
」の
児
童
も
参
加
し
、

「
古
田
っ
子
ク
ラ
ブ
」の
児
童
も
参
加
し
、

ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
、
高
所
作

ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
、
高
所
作

業
車
の
乗
車
体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

業
車
の
乗
車
体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

地
域
と
民
間
企
業
が
連
携
し
て

地
域
と
民
間
企
業
が
連
携
し
て

地
域
課
題
を
解
決

地
域
課
題
を
解
決

⑤ 市政の窓2022.1 月号
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1212
月月
７７
日
（
火
）、
安
納
小
学
校
児
童

日
（
火
）、
安
納
小
学
校
児
童

と
安
納
双
葉
保
育
園
の
園
児
が
、
同
校

と
安
納
双
葉
保
育
園
の
園
児
が
、
同
校

体
育
館
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
劇
団
道
化
の

体
育
館
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
劇
団
道
化
の

「
３
び
き
の
コ
ブ
タ
」を
観
劇
し
ま
し
た
。

「
３
び
き
の
コ
ブ
タ
」を
観
劇
し
ま
し
た
。

　

３
名
の
劇
団
員
が
、
歌
や
ダ
ン
ス
を

　

３
名
の
劇
団
員
が
、
歌
や
ダ
ン
ス
を

交
え
て
子
豚
や
オ
オ
カ
ミ
を
演
じ
、
観

交
え
て
子
豚
や
オ
オ
カ
ミ
を
演
じ
、
観

客
を
巻
き
込
ん
だ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

客
を
巻
き
込
ん
だ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

披
露
し
ま
し
た
。
児
童
と
園
児
は
大
盛

披
露
し
ま
し
た
。
児
童
と
園
児
は
大
盛

り
上
が
り
で
、
会
場
に
は
笑
い
声
と
大

り
上
が
り
で
、
会
場
に
は
笑
い
声
と
大

き
な
拍
手
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

き
な
拍
手
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　

日
髙
杏
菜
さ
ん
（
安
納
小
・
６
年
）
は
、

　

日
髙
杏
菜
さ
ん
（
安
納
小
・
６
年
）
は
、

「
オ
オ
カ
ミ
が
子
豚
を
探
し
回
る
場
面
が

「
オ
オ
カ
ミ
が
子
豚
を
探
し
回
る
場
面
が

と
て
も
面
白
か
っ
た
。
な
か
な
か
間
近

と
て
も
面
白
か
っ
た
。
な
か
な
か
間
近

で
お
芝
居
を
観
る
機
会
は
な
い
た
め
、

で
お
芝
居
を
観
る
機
会
は
な
い
た
め
、

と
て
も
嬉
し
か
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

と
て
も
嬉
し
か
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

安
納
小
で
「
３
び
き
の
コ
ブ
タ
」
観
劇

安
納
小
で
「
３
び
き
の
コ
ブ
タ
」
観
劇▲ オオカミに子豚の居場所を聞かれる児童

　　

1212
月月
５５
日
（
日
）、
第

日
（
日
）、
第
5151
回
熊
毛
地
区

回
熊
毛
地
区

市
町
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
が
南
種
子
町

市
町
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
が
南
種
子
町

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
学
生
、
高
校
生
、
一
般
か
ら
選
手

　

中
学
生
、
高
校
生
、
一
般
か
ら
選
手

が
出
場
し
、
８
区
間

が
出
場
し
、
８
区
間
3333
・
１
㎞
の
距
離

・
１
㎞
の
距
離

を
タ
ス
キ
で
繋
ぎ
ま
し
た
。

を
タ
ス
キ
で
繋
ぎ
ま
し
た
。

　

西
之
表
市
か
ら
は
Ａ
・
Ｂ
の
２
つ
の

　

西
之
表
市
か
ら
は
Ａ
・
Ｂ
の
２
つ
の

チ
ー
ム
が
出
場
。
西
之
表
市
Ａ
は
、
２

チ
ー
ム
が
出
場
。
西
之
表
市
Ａ
は
、
２

区
間
以
降
先
頭
を
キ
ー
プ
し
、
見
事
、

区
間
以
降
先
頭
を
キ
ー
プ
し
、
見
事
、

1111
年
ぶ
り
の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

年
ぶ
り
の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

第 51回熊毛地区市町対抗駅伝競走大会第 51回熊毛地区市町対抗駅伝競走大会

【熊毛地区市町対抗駅伝競走大会総合成績】【熊毛地区市町対抗駅伝競走大会総合成績】
総合順位 地 区 記 録
1位 西之表市A 1時間 50分 09秒
2位 中種子町 1時間 52分 04秒
3位 南種子町 1時間 57分 01秒
4位 西之表市 B 1時間 59分 17秒
5位 屋久島町 2時間 00分 24秒

▲ 南日本 10 ㎞ロード通信競技大会

西之表市 11 年ぶりの優勝！西之表市 11 年ぶりの優勝！

　　

1212
月月
1212
日
（
日
）
に
は
、
第

日
（
日
）
に
は
、
第
6262
回
南
回
南

日
本
日
本
1010
㎞
ロ
ー
ド
通
信
競
技
大
会
及
び

㎞
ロ
ー
ド
通
信
競
技
大
会
及
び

第第
3232
回
熊
毛
地
区
女
子
長
距
離
走
大
会
・

回
熊
毛
地
区
女
子
長
距
離
走
大
会
・

中
学
生
長
距
離
走
大
会
が
開
催
さ
れ
、

中
学
生
長
距
離
走
大
会
が
開
催
さ
れ
、

本
市
西
町
公
民
館
を
起
点
と
し
、
選
手

本
市
西
町
公
民
館
を
起
点
と
し
、
選
手

が
市
街
地
を
力
強
く
走
り
抜
き
ま
し
た
。

が
市
街
地
を
力
強
く
走
り
抜
き
ま
し
た
。

南
日
本

南
日
本
1010
㎞
ロ
ー
ド
及
び
女
子
長

㎞
ロ
ー
ド
及
び
女
子
長

距
離
・
中
学
生
男
子
長
距
離
走

距
離
・
中
学
生
男
子
長
距
離
走

▲ 西之表市 A・Bの選手 ▲ 西之表市 Aゴールの瞬間

種
子
島
高
校
生
が
林
業
を
学
ぶ

種
子
島
高
校
生
が
林
業
を
学
ぶ

　　

1212
月
９
日
（
木
）、
種
子
島
高
校
で
、

月
９
日
（
木
）、
種
子
島
高
校
で
、

林
業
就
業
支
援
講
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

林
業
就
業
支
援
講
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
若
い
世
代
に
森
林
の
役
割

　

こ
れ
は
、
若
い
世
代
に
森
林
の
役
割

や
林
業
の
仕
事
に
つ
い
て
興
味
・
関
心

や
林
業
の
仕
事
に
つ
い
て
興
味
・
関
心

を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
同

を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
同

校
生
物
生
産
科
２
年
生
を
対
象
と
し
て

校
生
物
生
産
科
２
年
生
を
対
象
と
し
て

実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

関
係
機
関
か
ら
の
講
話
を
受
け
、
そ

　

関
係
機
関
か
ら
の
講
話
を
受
け
、
そ

の
後
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
よ
る
「
玉
伐
り
」

の
後
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
よ
る
「
玉
伐
り
」

の
体
験
実
習
を
行
い
ま
し
た
。
生
徒
は
、

の
体
験
実
習
を
行
い
ま
し
た
。
生
徒
は
、

初
め
て
使
う
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
緊
張
し

初
め
て
使
う
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
緊
張
し

て
い
る
様
子
で
し
た
が
、
ア
ド
バ
イ
ス

て
い
る
様
子
で
し
た
が
、
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
な
が
ら
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い

を
受
け
な
が
ら
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。

ま
し
た
。

市政の窓 2022.1 月号



ま・ち・の・わ・だ・い

　

1212
月月
1111
日
（
土
）、
ダ
ス
キ
ン
種
子
島

日
（
土
）、
ダ
ス
キ
ン
種
子
島

が
、
下
西
小
学
校
に
お
い
て
抗
菌
抗
ウ

が
、
下
西
小
学
校
に
お
い
て
抗
菌
抗
ウ

イ
ル
ス
処
理
を
行
い
ま
し
た
。

イ
ル
ス
処
理
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
社
の
地
域
貢
献
活
動
の

　

こ
れ
は
、
同
社
の
地
域
貢
献
活
動
の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
、
机
や
椅
子
、
窓

一
環
と
し
て
行
わ
れ
、
机
や
椅
子
、
窓

な
ど
に
対
し
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

な
ど
に
対
し
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

と
し
て
対
応
し
た
も
の
で
す
。

と
し
て
対
応
し
た
も
の
で
す
。

　

和
田
正
治
代
表
は
、「

　

和
田
正
治
代
表
は
、「
1212
歳
未
満
の
児

歳
未
満
の
児

童
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
対
象
外
。
保

童
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
対
象
外
。
保

護
者
か
ら
心
配
の
声
を
聞
き
、
従
業
員

護
者
か
ら
心
配
の
声
を
聞
き
、
従
業
員

の
子
ど
も
が
通
う
下
西
小
学
校
で
活
動

の
子
ど
も
が
通
う
下
西
小
学
校
で
活
動

さ
せ
て
も
ら
っ
た
」
と
話
し
、
同
校
の

さ
せ
て
も
ら
っ
た
」
と
話
し
、
同
校
の

中
村
一
成
校
長
は
、「
児
童
が
安
心
安
全

中
村
一
成
校
長
は
、「
児
童
が
安
心
安
全

で
学
べ
る
環
境
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
、

で
学
べ
る
環
境
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
、

大
変
感
謝
し
て
い
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

大
変
感
謝
し
て
い
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

安
心
し
て
学
べ
る
環
境
を
提
供

安
心
し
て
学
べ
る
環
境
を
提
供

ダ
ス
キ
ン
が
抗
菌
抗
ウ
イ
ル
ス
対
策

ダ
ス
キ
ン
が
抗
菌
抗
ウ
イ
ル
ス
対
策▲ 抗菌抗ウイルス処理を行う様子

　

1212
月月
1111
日
（
土
）、
榕
城
小
学
校
で
、

日
（
土
）、
榕
城
小
学
校
で
、

同
校
６
年
生
と
榕
城
校
区
の
高
齢
者
約

同
校
６
年
生
と
榕
城
校
区
の
高
齢
者
約

8080
名
が
、
世
代
間
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

名
が
、
世
代
間
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　

校
庭
で
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
が
行

　

校
庭
で
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
が
行

わ
れ
、
児
童
は
高
齢
者
の
皆
さ
ん
か
ら

わ
れ
、
児
童
は
高
齢
者
の
皆
さ
ん
か
ら

ボ
ー
ル
の
打
ち
方
の
コ
ツ
を
教
わ
り
、

ボ
ー
ル
の
打
ち
方
の
コ
ツ
を
教
わ
り
、

ボ
ー
ル
が
ホ
ー
ル
ポ
ス
ト
に
入
る
と
、

ボ
ー
ル
が
ホ
ー
ル
ポ
ス
ト
に
入
る
と
、

ハ
イ
タ
ッ
チ
し
て
喜
び
合
い
ま
し
た
。

ハ
イ
タ
ッ
チ
し
て
喜
び
合
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
校
内
の
多
目
的
ホ
ー
ル
で
は
、

　

ま
た
、
校
内
の
多
目
的
ホ
ー
ル
で
は
、

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
高
齢
者
の
皆
さ

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
高
齢
者
の
皆
さ

ん
か
ら
昔
の
校
区
の
様
子
や
戦
争
の
話

ん
か
ら
昔
の
校
区
の
様
子
や
戦
争
の
話

を
聞
い
て
歴
史
を
学
ん
だ
り
、
け
ん
玉

を
聞
い
て
歴
史
を
学
ん
だ
り
、
け
ん
玉

や
お
は
じ
き
等
の
昔
の
遊
び
を
一
緒
に

や
お
は
じ
き
等
の
昔
の
遊
び
を
一
緒
に

楽
し
ん
だ
り
し
ま
し
た
。

楽
し
ん
だ
り
し
ま
し
た
。

榕
城
小
学
校
で
世
代
間
交
流

榕
城
小
学
校
で
世
代
間
交
流

▲ グラウンドゴルフを楽しむ様子

　

1212
月月
1111
日
（
土
）、種
子
島
中
学
校
で
、

日
（
土
）、種
子
島
中
学
校
で
、

田
屋
光
二
さ
ん
（
田
之
脇
）
に
よ
る
人

田
屋
光
二
さ
ん
（
田
之
脇
）
に
よ
る
人

権
学
習
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

権
学
習
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

田
屋
さ
ん
は
、
事
故
で
左
足
を
失
い

　

田
屋
さ
ん
は
、
事
故
で
左
足
を
失
い

ま
し
た
が
、
様
々
な
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

ま
し
た
が
、
様
々
な
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
に
挑
み
、
記
録
を
残
し
ま
し
た
。

大
会
に
挑
み
、
記
録
を
残
し
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
、
障
害
者
の
人
権
や
、
夢

講
演
会
で
は
、
障
害
者
の
人
権
や
、
夢

を
も
つ
大
切
さ
に
つ
い
て
語
り
、
生
徒

を
も
つ
大
切
さ
に
つ
い
て
語
り
、
生
徒

の
前
で
走
り
高
跳
び
も
披
露
し
ま
し
た
。

の
前
で
走
り
高
跳
び
も
披
露
し
ま
し
た
。

　

下
嶋
千
夏
さ
ん
（
３
年
）
は
、「
何
事

　

下
嶋
千
夏
さ
ん
（
３
年
）
は
、「
何
事

に
も
挑
戦
す
る
田
屋
さ
ん
の
姿
勢
に
と

に
も
挑
戦
す
る
田
屋
さ
ん
の
姿
勢
に
と

て
も
感
動
し
た
。
自
分
も
い
ろ
ん
な
こ

て
も
感
動
し
た
。
自
分
も
い
ろ
ん
な
こ

と
に
挑
戦
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

と
に
挑
戦
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、

　

ま
た
、
現
和
小
学
校
と
国
上
小
学
校

で
も
同
様
の
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

夢
を
も
っ
て
挑
戦
を
！

夢
を
も
っ
て
挑
戦
を
！

田
屋
光
二
さ
ん
講
演
（
種
子
島
中
）

田
屋
光
二
さ
ん
講
演
（
種
子
島
中
）▲ 走り高跳びを披露する田屋さん 　

1212
月月
1111
日
（
土
）、
国
上
小
学
校
で
親

日
（
土
）、
国
上
小
学
校
で
親

子
も
ち
つ
き
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

子
も
ち
つ
き
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

も
ち
米
は
、
児
童
と
保
護
者
が
田
植

　

も
ち
米
は
、
児
童
と
保
護
者
が
田
植

え
か
ら
稲
刈
り
を
し
て
収
穫
し
た
米
を

え
か
ら
稲
刈
り
を
し
て
収
穫
し
た
米
を

使
用
。
熱
々
に
蒸
し
た
も
ち
米
を
、
温

使
用
。
熱
々
に
蒸
し
た
も
ち
米
を
、
温

め
た
臼
に
入
れ
て
、
杵
で
「
よ
い
し
ょ
」

め
た
臼
に
入
れ
て
、
杵
で
「
よ
い
し
ょ
」

と
声
を
出
し
な
が
ら
勢
い
よ
く
つ
き
ま

と
声
を
出
し
な
が
ら
勢
い
よ
く
つ
き
ま

し
た
。
児
童
は
、
つ
き
た
て
の
も
ち
に

し
た
。
児
童
は
、
つ
き
た
て
の
も
ち
に

醤
油
や
砂
糖
を
つ
け
た
り
、
あ
ん
こ
を

醤
油
や
砂
糖
を
つ
け
た
り
、
あ
ん
こ
を

包
ん
だ
り
し
て
味
わ
い
ま
し
た
。

包
ん
だ
り
し
て
味
わ
い
ま
し
た
。

　

き
な
粉
を
か
け
て
食
べ
た
白
河
寛
彬

　

き
な
粉
を
か
け
て
食
べ
た
白
河
寛
彬

君
（
３
年
）
は
、「
自
分
た
ち
で
作
っ
た

君
（
３
年
）
は
、「
自
分
た
ち
で
作
っ
た

お
米
の
お
餅
は
、
と
っ
て
も
お
い
し
い
」

お
米
の
お
餅
は
、
と
っ
て
も
お
い
し
い
」

と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

国
上
小
で
餅
つ
き
大
会

国
上
小
で
餅
つ
き
大
会

自
分
た
ち
で
作
っ
た
も
ち
米
使
用

自
分
た
ち
で
作
っ
た
も
ち
米
使
用

⑦ 市政の窓2022.1 月号



　

1212
月月
２２
日
（
木
）、
市
民
会
館
で
、
市

日
（
木
）、
市
民
会
館
で
、
市

内
の
各
小
学
校
５
・
６
年
生
児
童
を
対
象

内
の
各
小
学
校
５
・
６
年
生
児
童
を
対
象

に
、
助
産
師
に
よ
る
「
い
の
ち
の
出
前

に
、
助
産
師
に
よ
る
「
い
の
ち
の
出
前

授
業
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

授
業
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

公
益
社
団
法
人
鹿
児
島
県
助
産
師
会

　

公
益
社
団
法
人
鹿
児
島
県
助
産
師
会

か
ら
講
師
を
招
き
、
児
童
は
、
男
女
の

か
ら
講
師
を
招
き
、
児
童
は
、
男
女
の

体
の
変
化
や
、
赤
ち
ゃ
ん
が
生
れ
る
ま

体
の
変
化
や
、
赤
ち
ゃ
ん
が
生
れ
る
ま

で
の
過
程
、
命
の
尊
さ
を
学
び
ま
し
た
。

で
の
過
程
、
命
の
尊
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

榎
本
雅
也
君
（
現
和
小
・
６
年
）
は
、

　

榎
本
雅
也
君
（
現
和
小
・
６
年
）
は
、

人
形
を
使
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
抱
っ
こ
体
験

人
形
を
使
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
抱
っ
こ
体
験

で
「
と
て
も
重
た
い
。
毎
日
抱
っ
こ
し

で
「
と
て
も
重
た
い
。
毎
日
抱
っ
こ
し

て
子
育
て
し
て
い
る
お
母
さ
ん
た
ち
は

て
子
育
て
し
て
い
る
お
母
さ
ん
た
ち
は

す
ご
い
と
思
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

す
ご
い
と
思
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
は
、
種
子
島
中
学
校
で

　

ま
た
、
当
日
は
、
種
子
島
中
学
校
で

も
同
様
の
出
前
授
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

も
同
様
の
出
前
授
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

助
産
師
が
伝
え
る
い
の
ち
の
授
業

助
産
師
が
伝
え
る
い
の
ち
の
授
業

▲ 赤ちゃん抱っこ体験の様子

た
ね
が
し
ま
る
マ
ル
シ
ェ
開
催

た
ね
が
し
ま
る
マ
ル
シ
ェ
開
催

　

1111
月月
2727
日
（
土
）、
西
町
ま
ち
か
ど
イ

日
（
土
）、
西
町
ま
ち
か
ど
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
、
た

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
、
た

ね
が
し
ま
る
マ
ル
シ
ェ
を
開
催
し
ま
し

ね
が
し
ま
る
マ
ル
シ
ェ
を
開
催
し
ま
し

た
。
た
。

　

会
場
内
で
は
、
安
納
校
区
と
古
田
校

　

会
場
内
で
は
、
安
納
校
区
と
古
田
校

区
、
種
子
島
高
校
が
出
店
し
、
特
産
品

区
、
種
子
島
高
校
が
出
店
し
、
特
産
品

や
手
作
り
お
菓
子
、
高
校
生
が
育
て
た

や
手
作
り
お
菓
子
、
高
校
生
が
育
て
た

新
鮮
野
菜
、
加
工
品
等
が
販
売
さ
れ
ま

新
鮮
野
菜
、
加
工
品
等
が
販
売
さ
れ
ま

し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
髪
飾

し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
髪
飾

り
作
り
も
行
わ
れ
、
幅
広
い
世
代
の
多

り
作
り
も
行
わ
れ
、
幅
広
い
世
代
の
多

く
の
お
客
さ
ん
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

く
の
お
客
さ
ん
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
に
は
、
東
京
都
の
大
崎

　

ま
た
、
同
日
に
は
、
東
京
都
の
大
崎

駅
前
で
も
種
子
島
の
特
産
品
が
販
売
さ

駅
前
で
も
種
子
島
の
特
産
品
が
販
売
さ

れ
、
事
業
者
の
方
々
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で

れ
、
事
業
者
の
方
々
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で

Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

1212
月
５
日
（
日
）、
能
勢
ツ
ギ
エ
さ
ん

月
５
日
（
日
）、
能
勢
ツ
ギ
エ
さ
ん

（
本
立
）
が
１
０
０
歳
の
お
誕
生
日
を
迎

（
本
立
）
が
１
０
０
歳
の
お
誕
生
日
を
迎

え
ま
し
た
。

え
ま
し
た
。

　

能
勢
さ
ん
を
お
祝
い
す
る
た
め
、
ご

　

能
勢
さ
ん
を
お
祝
い
す
る
た
め
、
ご

自
宅
を
訪
問
し
、
市
長
か
ら
お
祝
い
の

自
宅
を
訪
問
し
、
市
長
か
ら
お
祝
い
の

言
葉
や
花
束
を
贈
り
ま
し
た
。

言
葉
や
花
束
を
贈
り
ま
し
た
。

　

能
勢
さ
ん
の
お
祝
い
の
席
で
は
、
長

　

能
勢
さ
ん
の
お
祝
い
の
席
で
は
、
長

男
夫
婦
、
孫
夫
婦
、
ひ
孫
の
皆
さ
ん
が

男
夫
婦
、
孫
夫
婦
、
ひ
孫
の
皆
さ
ん
が

参
加
し
、
大
変
賑
や
か
な
会
と
な
り
ま

参
加
し
、
大
変
賑
や
か
な
会
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
末
永
く
お
元
気
に

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
末
永
く
お
元
気
に

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

能
勢
ツ
ギ
エ
さ
ん
１
０
０
歳

能
勢
ツ
ギ
エ
さ
ん
１
０
０
歳

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

市市
の
取
組
み

の
取
組
み
市
が
取
り
組
む
イ
ベ
ン
ト
や
政
策
な
ど
を
こ
こ
で

み
な
さ
ん
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

教えて！郵
便
局
か
ら
マ
ス
ク
と
感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た

郵
便
局
か
ら
マ
ス
ク
と
感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　

1111
月月
1919
日
（
金
）、
島
内
１
市
２
町
で

日
（
金
）、
島
内
１
市
２
町
で

構
成
さ
れ
る
郵
便
局
長
会
が
、
市
内
の

構
成
さ
れ
る
郵
便
局
長
会
が
、
市
内
の

小
学
校
へ
マ
ス
ク
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

小
学
校
へ
マ
ス
ク
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
地
域
支
援
と
健
康
増
進
を

　

こ
れ
は
、
地
域
支
援
と
健
康
増
進
を

目
的
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
同
会

目
的
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
同
会

の
濱
添
浩
信
部
会
長
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ

の
濱
添
浩
信
部
会
長
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
活
用
し

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
活
用
し

て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

　

ま
た
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の
相
手
国
と
な
っ

ク
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の
相
手
国
と
な
っ

て
い
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
へ
、
小
学
校
児
童

て
い
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
へ
、
小
学
校
児
童

が
手
紙
を
作
成
す
る
事
業
に
対
し
、
日

が
手
紙
を
作
成
す
る
事
業
に
対
し
、
日

本
郵
便
株
式
会
社
か
ら
市
へ
感
謝
状
と

本
郵
便
株
式
会
社
か
ら
市
へ
感
謝
状
と

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
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市
長
独
言
№ 57
…
先
人
が
示
す
国
際
友
好

　

鉄
砲
館
で
開
催
中
の
「
九
七
艦
攻
展
」
に
特
攻
機
の
コ
ク
ピ
ッ
ト
で
見
つ
か
っ
た
鉛

筆
２
本
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
若
き
搭
乗
員
が
訓
練
や
通
信
を
記
録
し
た
も
の
で
し
ょ

う
か
。
黒
い
芯
を
包
む
白
木
の
部
分
も
割
れ
て
黒
ず
ん
で
い
ま
す
。
海
中
深
く
、
長
い

歳
月
を
耐
え
て
残
さ
れ
た
、
奮
闘
の
遺
品
で
す
。

　

九
七
式
艦
上
攻
撃
機
は
１
９
４
１
（
昭
和
16
）
年
の
真
珠
湾
攻
撃
で
出
撃
し
て
お
り
、

太
平
洋
戦
争
を
想
起
さ
せ
ま
す
が
、
日
米
と
い
え
ば
、
種
子
島
は
友
好
の
記
憶
が
先
行

し
ま
す
。
１
８
８
５
（
明
治
18
）
年
、
米
国
商
船
カ
シ
ミ
ア
号
の
漂
着
船
員
を
島
民
が

救
助
し
、
大
統
領
か
ら
感
謝
金
や
メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
伊
関
で
は
今
年
も
９
月
、
顕
彰
碑
前
で
日

米
の
国
旗
を
掲
げ
て
紀
徳
祭
が
開
か
れ
、
地
元
伊
関

小
学
校
の
児
童
た
ち
も
参
加
し
ま
し
た
。

　

国
際
友
好
の
歴
史
を
い
え
ば
、
50
年
前
の

１
９
７
２
（
昭
和
47
）
年
２
月
、
ニ
ク
ソ
ン
米
大
統

領
が
訪
中
し
、
東
西
冷
戦
下
の
世
界
を
驚
か
せ
ま
し

た
。
５
月
に
沖
縄
の
施
政
権
が
返
還
さ
れ
、
屋
良
朝

苗
・
初
代
沖
縄
県
知
事
の
当
選
。
９
月
に
は
田
中
角

栄
首
相
が
訪
中
し
、
日
中
の
国
交
が
回
復
し
た
こ
の

年
、
大
学
に
進
ん
だ
私
も
中
国
語
を
学
ぶ
ほ
ど
、
全

国
に
親
中
ム
ー
ド
が
広
が
り
ま
す
。
ア
ル
バ
イ
ト
で

旅
費
を
つ
く
り
初
め
て
訪
ね
た
外
国
は
米
国
で
す
。

勤
め
た
新
聞
社
で
は
、先
輩
か
ら
就
職
の
動
機
を
「
二

度
と
戦
争
を
し
な
い
た
め
」
と
聞
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
最
近
の
ニ
ュ
ー
ス
報
道
で
は
、「
台
湾
有
事
」
想
定
の
も
と
、
米
軍
の
ほ
か
フ

ラ
ン
ス
や
イ
ギ
リ
ス
の
軍
艦
が
ア
ジ
ア
近
海
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
中
国
の
軍
艦
が
太

平
洋
に
進
出
す
る
な
ど
の
動
き
に
呼
応
し
て
い
る
と
さ
れ
ま
す
。
ど
こ
か
、
昭
和
初
期

の
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
包
囲
陣
、
米
英
中
蘭
４
カ
国
に
よ
る
対
日
経
済
封
鎖
網
の
緊
張
し
た
情
勢

に
似
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

米
中
対
立
が
盛
ん
に
い
わ
れ
、
国
内
で
好
戦
的
な
空
気
を
あ
お
る
よ
う
な
風
潮
に
は

危
う
さ
を
感
じ
ま
す
。
新
年
を
迎
え
、
日
本
に
求
め
ら
れ
る
役
割
は
何
だ
ろ
う
と
思
案

し
て
い
ま
す
。

日米両国の国旗を掲げた紀徳祭

【作り方】
① から芋は、輪切りにし、水に浸してあく抜きを
した後に蒸す。
② ①を熱いうちに裏ごしし、半量の砂糖と塩を混
ぜる。（裏ごしせずにポテトマッシャーで潰しても
良い）
③ 粉寒天は、牛乳で煮て溶かし、残りの砂糖を
加える。
④ 寒天の粗熱がとれたら、②に少しずつ加えて
よく混ぜ合わせ、箱に流し固める。

【材料】（4人分）
から芋…500g
砂糖……100g
牛乳……1カップ

■問い合わせ先　市保健センターすこやか　☎ 24‐3233

種子島の旬旬の食材をおいしく食べよう 第 176 弾第 176 弾

★甘くてしっとり
牛乳入り芋ようかん牛乳入り芋ようかん塩………少々

粉寒天…4g（小さじ 2）

⑨ 市政の窓2022.1 月号2022.1 月号



⑩

　「お知らせ」、「募集」、「イベント」などの情報を
お届けします。

お 知 ら せ

海の「事件・事故」は 118 番
 お 知
   ら せ

▲NET118 の
　　　登録はこちら

118 番とは？
　「118番」は、海上における事件・事故に対し、
迅速かつ的確に対応するための海上保安庁緊急
通報用電話番号で、一般加入電話、公衆電話、
携帯電話、PHS、船舶電話等から利用できます。
聴覚や発話に障がいがある方へ
　令和元年 11月 1日から、聴覚や発話に障が
いを持つ方を対象に、スマートフォンなどを使
用した入力操作により、海上保安庁への緊急時
の通報が可能となる「NET118」を運用してい
ます。「NET118」の登録は、下記コードを読
み取るか、entry@net118.jp を直接宛先に入
力して空メールを送信すると、登録用メールが
返ってくるので、案内される手順に従い登録し
てください。

■問い合わせ先
　第十管区海上保安本部 総務課
　☎ 099‐250‐9800

119 番通報が繋がりません！
　　　　　　　　　（代替番号対応）

 お 知
   ら せ

　電話交換機の工事に伴い、下記【期間】の夜
間の時間帯に、3 分間ほど消防署への119番通
報、固定電話、FAXの受信ができない状況とな
ります。工事期間中の代替措置として、携帯電
話による対応を行いますので、お掛け間違い等
には十分ご注意ください。
　市民の皆様には大変なご迷惑をおかけします
が、ご理解ご協力をよろしくお願いします。
　詳しくは、熊毛地区消防組合ホームページを
ご確認ください。
【期間】令和４年１月 28 日 0時から令和４年
１月 28日 3時まで（この間の 3分間）
【代替電話番号（上記期間のみ対応）】

■問い合わせ先
　西之表消防署　警防係
　☎ 22‐0119

熊毛地区消防組合
西之表消防署 080‐2741‐1123

中種子分遣所 090‐5294‐3938

南種子分遣所 080‐1715‐2858

▲熊毛地区消防組
合ホームページ

相続登記はお済みですか？
 お 知
   ら せ

　相続登記の申請をしないでいると、不動産の
所有者が亡くなった後に「売買による所有権移
転登記ができない」「相続人が増えて、連絡が
取れない相続人がいる」「所有者が分からず、
災害復旧のための工事が進まない」などの様々
な問題が発生します。
　相続登記の申請に必要な申請書の様式や添付
書類は、法務局ホームページに掲載しています。
なお、相続登記の申請についてのご相談は、お
近くの法務局または司法書士で取り扱っていま
す。（法務局への相談は完全予約制）

■問い合わせ先
　鹿児島地方法務局種子島出張所
　☎ 22‐0668

自筆証書遺言書保管制度
 お 知
   ら せ

　法務局では、相続をめぐる紛争を防止するた
めに、遺言者本人が遺言書の全文（財産目録を
除く）、日付及び氏名を自書した自筆証書遺言
書を保管する「自筆証書遺言書保管制度」を運
用しています。
　この制度により、遺言書が相続人に発見され
なかったり、遺言書を改ざんされたりするおそ
れなどのトラブルを解消することができます。
　ご利用に関する詳しいお問い合わせは、下記
までご連絡ください。

■問い合わせ先
　鹿児島地方法務局供託課
　☎ 099‐259‐0683 ▲詳細はこちら

市政の窓 2022.1 月号



⑪

～給与・賃金・日当を支払った方～
給与支払報告書をご提出ください

 お 知
   ら せ

令和 3年中に、個人に対し、給与・賃金・日
当等を支払った方は、「給与支払報告書」を提
出してください。令和 4年度市県民税の課税資
料として必要になります。
【対象】令和3年１月～令和3年 12月の期間に、
本市に住所を有する方に支払った給与・賃金・
日当等
※金額の多少に関わらず、単発の支払いでもご
提出ください。
【提出期限】令和 4年 1月 31日（月）
【提出書類】いずれも税務課備付
・給与支払報告書（４枚複写のうち上から２枚）
・令和 4年度（3年分）給与支払報告書総括表
・普通徴収申請書
※ eLTAXでの提出可

■提出・問い合わせ先
　市役所税務課市税係
　☎ 22‐1111内線 229/233

令和４年度市県民税申告受付会場について
 お 知
   ら せ

　市政の窓 11月号で、伊関・安納・安城・立山・
中割・古田校区の令和４年度市県民税申告受付
会場を、市民会館 3階 301 会議室に変更する
とお知らせしましたが、例年通り、各校区に会
場を設け実施します。
　詳しくは、12月 27日全戸配布の「令和４年
度市県民税について（お知らせ）」にて日程表
及び申告受付の内容を掲載していますので、ご
確認ください。対象地域の皆様には、会場変更
によりご迷惑をおかけしますが、ご理解いただ
きますようお願いします。

■問い合わせ先
　市役所税務課市税係
　☎ 22‐1111内線 229/233

元気度アップ・ポイント事業
　　　　ポイント交換のご案内

 お 知
   ら せ

「元気度アップ・ポイント事業」のポイントカー
ド・ボランティア手帳の提示をお願いします。
【受付期間】※期限厳守
　令和 4年 1月 5日（水）～ 2月 28日（月）
【提示する物】
・元気度アップポイントカード（10ポイント～
130ポイントまで交換対象）
・ボランティア手帳（5ポイントから交換対象）
【商品券との交換上限】
・元気度アップポイント 6,500 円（130ポイン
トまで）
・介護人材確保ポイント 3,500 円（70 ポイン
トまで）
【商品券の発行】
　令和 4年 4月中旬予定
※介護保険料の未納及び滞納があ
る方は交換できません。

■問い合わせ先
　市役所高齢者支援課高齢者支援係
　☎ 22‐1111内線 330/365

感電事故防止のお願い
 お 知
   ら せ

12 月から 2月にかけて、クレーン作業や凧
揚げ等による感電事故防止のための活動を推進
しています。
　電線付近で凧揚げを行ったり、電柱や鉄塔に
のぼったりしないようにお願いします。なお、
万一凧が電線にかかった場合は、自分で取ろう
とせず、問い合わせ先へご連絡ください。

■問い合わせ先
　九州電力送配電㈱熊毛配電事業所
　☎ 0120‐986‐807（無料電話）

お口元気歯ッピー健診を
　　お忘れではありませんか？

 お 知
   ら せ

　鹿児島県後期高齢者医療広域連合では、今年
度76歳、80歳のお誕生日を迎える方を対象に、
口腔健診を実施しています。
【健診期間】令和 4年 1月 31日（月）まで〈無料〉
【受診方法】県内の歯科医療機関に予約
※受診券（令和 3年 5月末にオレンジ色封筒で
発送済み）がお手元にない方は、お問い合わせ
ください。

■問い合わせ先
　鹿児島県後期高齢者医療広域連合業務課保健事業班
　☎ 099‐206‐1329

市政の窓2022.1 月号
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　市水道事業では、会計年度任用職員及び業務
請負者を次のとおり募集します。
【任用及び委託期間】
　令和 4年 4月 1日～令和 5年 3月 31日
【受験資格】
　市内に居住する 18歳以上の市税等を滞納し
ていない方
【申込方法】
　会計年度任用職員（業務委託請負者）募集案
内・申込書（水道課備付）を確認し、必要事項
を記入、添付のうえ提出してください。
【選考方法】面接及び作文等
※パートタイム及び請負者は、作文免除。
【申込期限】
　令和 4年 1月 28日（金）17時 15分まで（土
日祝日を除く）
※選考日時等は、後日連絡します。
　詳細は、お問い合わせください。

■提出・問い合わせ先
　市水道課管理係
　☎ 22‐1111内線 294

〈市水道事業〉令和 4年度 会計年度任用職員及び業務請負者を募集します

職名 勤務内容 募集人数 給料
水道施設
管理員 水道施設管理 2 150,600 円～

216,200 円 / 月

一般事務 事務補助 1 146,100 円～
165,900 円 / 月

《会計年度任用職員（フルタイム）》

勤務日数（勤務時間）：常勤と同じ（8時30分～17時15分）

職名 勤務内容 募集人数 給料

事務補助 事務補助 1 897円～ 925円 /時

《会計年度任用職員（パートタイム）》

勤務日数（勤務時間）：月 15 日（9時～ 17 時）

業務名 募集人数 委託金額
水道事業検針・
収納事務 7 87,000 円 / 月～（件数による）

阿曽浄水場
監視業務 3 226,625 円 / 月～

　　　　　　（業務回数による）

《請負者》

令和３年度  特定健診
　　民生委員「地域の声掛け」で受診率
　令和３年度、本市では民生委員の皆
様に「地域の声掛け」を行っていただ
きました。
　その結果、受診率が 42．9％と 11
月時点比較で過去最高値となりました。
　さらに、これまで受診したことがな
かった方も240名以上の方が受診とい
う結果になっています。
　特定健診は、令和４年１月 31 日ま
で中目医院、百合砂診療所、種子島医
療センターで受診できますので、お済
みでない方は受診しましょう。受診券
がお手元にない方は、再発行できます
ので、お問い合わせください。
ご協力いただいた民生委員の皆様、
ありがとうございました！

42.9％（過去最高値）

令和３年度特定健診（国保）
地区別受診率（R3.11 月末日時点）

■問い合わせ先
　市役所健康保険課国保年金係☎ 22‐1111内線 308
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国
際
交
流
に
向
け
て

■
問
い
合
わ
せ
先

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
経
済
観
光
課
観
光
交
流
係

　

市
役
所
経
済
観
光
課
観
光
交
流
係

　

☎

　

☎
22
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
７
２

２
‐
１
１
１
１
内
線
２
７
２

№ 30

　

皆
さ
ん
、
ど
う
も
、
国
際
交
流
員
の

ラ
イ
ア
ン
で
す
。
い
つ
の
間
に
か
今
年

最
後
の
記
事
に
な
り
ま
し
た
ね
。

　

さ
て
、
前
回
の
続
き
で
、
次
の
目
的

地
に
行
く
前
に
一
旦
ア
リ
ゾ
ナ
州
の
ナ

バ
ホ
・
ネ
イ
シ
ョ
ン
に
入
り
、
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
で
給
油
し
ま
し
た
。
ナ
バ

ホ
・
ネ
イ
シ
ョ
ン
は
、
ア
メ
リ
カ
で
一

番
大
き
な
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
ン

の
居
留
地
で
、
十
数
万
人
の
ナ
バ
ホ
族

が
住
ん
で
い
る
所
で
す
。
そ
の
た
め
、

私
は
肌
の
色
か
ら
、周
り
の
人
達
に
じ
っ

と
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
日
本
で
同
じ
経

験
が
何
回
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
気
に

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
こ

を
出
る
と
、
今
度
は
私
が
じ
っ
と
見
る

番
で
す
。
次
に
行
っ
た
の
は
、
世
界
遺

産
の
グ
ラ
ン
ド
・
キ
ャ
ニ
オ
ン
国
立
公

園
だ
か
ら
で
す
。
グ
ラ
ン
ド
・
キ
ャ
ニ

オ
ン
は
壮
大
な
谷
で
、
公
園
の
面
積
が

種
子
島
の
10
倍
以
上
で
す
。
ト
レ
イ
ル

に
着
き
、
谷
の
ス
ケ
ー
ル
を
見
た
瞬
間

に
、
眺
め
が
あ
ま
り
に
圧
倒
的
で
、「O

h 
m
y G
o
d

」
と
言
い
な
が
ら
顎
が
ド
ス

ン
と
落
ち
て
し
ま
い
ま
し
た
（
笑
）。
種

子
島
で
太
平
洋
を
展
望
す
る
時
と
同
じ

よ
う
に
、
グ
ラ
ン
ド
・
キ
ャ
ニ
オ
ン
は

果
て
し
無
く
見
え
ま
し
た
。
そ
の
一
方
、

く
っ
き
り
見
え
る
の
は
谷
の
地
層
で
す
。

そ
の
地
層
に
よ
り
、
谷
の
年
齢
は
数

百
万
年
だ
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
私

は
そ
の
大
昔
に
形
成
さ
れ
た
谷
で
わ
ず

か
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
が
、
貴
重

な
経
験
の
一
つ
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ

ん
に
も
ぜ
ひ
経
験
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　

私
の
紹
介
し
た
い
こ
と
や
場
所
が
ま

だ
ま
だ
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
、
新

年
を
楽
し
く
迎
え
て
、
ま
た
こ
こ
で
会

い
ま
し
ょ
う
！

ラ
イ
ア
ン
の
旅
⑤

ラ
イ
ア
ン
の
旅
⑤        

グ
ラ
ン
ド
・
キ
ャ
ニ
オ
ン
国
立
公
園

グ
ラ
ン
ド
・
キ
ャ
ニ
オ
ン
国
立
公
園

▲ 壮大な谷　グランド・キャニオン▲ 壮大な谷　グランド・キャニオン

12
月
号
の
訂
正
と
お
詫
び

　

上
段
16
〜
17
行
目
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

次
の
通
り
訂
正
し
、
お
詫
び
致
し
ま
す
。

誤
「
全
て
、最
後
に
成
立
し
た
州
に
な
り
ま
す
」

正
「
比
較
的
新
し
く
で
き
た
州
に
な
り
ま
す
」

　寒さが増す季節になってきましたが、皆様いかがお過ごしでしょ
うか。
　ヨガで血行を促進し、身体を温めませんか？ゆっくりとした呼吸
を行うことで、酸素を取り込み、全身の巡りをよくしましょう。

「誰でも簡単おうちでヨガ」無料DVD配布中♪
　ヨガの体操や呼吸法の動画をDVDにしました。椅子に
座って実践できるヨガも同時収録。健康管理に活用くださ
い！ご希望の方は、地域支援課までご連絡を！
※各家族 1枚まで

ヨガの聖地　西之表市

よ か よ か よ ～ が

■問い合わせ先　市役所地域支援課コミュニティ推進係　22‐1111内線 215

健康増進に地域でヨガをしませんか？

日にち 時間 地域・場所
1/10（月） 19時～ 20時 立山公民館
1/12（水） 19時～ 20時 国上中央公民館

1/13（木） 13時～ 14時
19時～ 20時 伊関 浜脇公民館

1/14（金） 20時～ 21時 下西 塰泊公民館
1/15（土） 9時～ 10時 古田中央公民館
1/15（土） 19時～ 20時 榕城 小牧野公民館
1/20（木） 13時～ 14時 住吉中央公民館
1/20（木） 18時～ 19時 30分 根本山 日典寺

〇地域でのヨガレッスン
　地域でヨガの体操や、呼吸の使い方などをお伝えしています。
　予約や準備する物など必要ありませんので、ぜひご参加ください。

⑭市政の窓 2022.1 月号



■問い合わせ先　市保健センターすこやか　☎ 24‐3233

№ 228
■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

　

☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
５
７
／
２
５
８

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
に

　

展
示
ス
ペ
ー
ス
が
で
き
ま
し
た

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
１
階
談
話
室

に
展
示
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
現
在
、

熊
毛
美
術
協
会
の
皆
様
の
作
品
を
展

示
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
各
種
サ
ー

ク
ル
等
の
作
品
を
展
示
し
て
い
く
予

定
で
す
。

　

青
少
年
ホ
ー
ム
の
雰
囲
気
も
明
る

く
な
り
、
ゆ
っ
く
り
心
を
落
ち
着
か

せ
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
と
な
っ
て

い
ま
す
。
開
館
時
間
内
で
あ
れ
ば
自

由
に
観
覧
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

【
開
館
時
間
】13
時
〜
21
時（
月
曜
日
、

祝
日
は
休
館
）

社
会
教
育
課
の
取
組
み
を
ご
紹
介
！

トロトロ石器（実物大）

Ｙ
о
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

開
設
し
て
い
ま
す

　

社
会
教
育
課
で
は
、
新
た
な
取
組

み
と
し
て
、Ｙ
о
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ

ン
ネ
ル
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
市
立
図
書
館
職
員
に
よ

る
読
み
聞
か
せ
動
画
と
、
各
月
に
行

わ
れ
る
社
会
教
育
課
関
連
の
行
事
紹

介
を
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。今
後
は
、

各
行
事
の
活
動
風
景
や
鉄
砲
館
企
画

展
の
内
容
な
ど
も
紹
介
し
て
い
く
予

定
で
す
。

　

社
会
教
育
課
の
取
組
み
に
つ
い

て
、
ど
ん
ど
ん
情
報
発
信
を
し
て
い

き
ま
す
。
お
楽
し
み
に
！

▲ 展示スペース▲ 展示スペース

▲ 読み聞かせ動画▲ 読み聞かせ動画

◀ 社会教育課◀ 社会教育課
　　YouTubeチャンネル　　YouTubeチャンネル
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消
費
生
活

　
　
　
　
　
　

    

の
窓

■
消
費
生
活
で
困
っ
た
と
き
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

☎
１
８
８
（
局
番
な
し
）

　

西
之
表
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 　

☎
２
２
‐
1
1
1
1 

内
線
3
1
4

　

最
近
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
が
ネ
オ
ジ
ム
磁
石
性
の
マ
グ
ネ
ッ
ト
ボ
ー
ル
や

キ
ュ
ー
ブ
を
誤
飲
す
る
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
磁
力
が
非
常
に
強

く
、
２
個
以
上
飲
み
込
む
と
磁
石
同
士
が
腸
管
を
挟
み
込
ん
だ
状
態
で
動
か

な
く
な
り
、
自
然
に
排
泄
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
時
間
が
た
つ
と
腸

管
に
穴
が
あ
き
、
開
腹
手
術
等
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
最
初
は
腹
痛
や
嘔
吐
、

発
熱
な
ど
の
軽
い
症
状
が
み
ら
れ
、
症
状
が
進
む
と
生
死
に
関
わ
る
状
態
に

な
り
、
海
外
で
は
複
数
の
死
亡
事
故
も
起
き
て
い
ま
す
。

マ
グ
ネ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
キ
ュ
ー
ブ

マ
グ
ネ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
キ
ュ
ー
ブ

　

誤
飲
す
る
と
危
険
！

　

誤
飲
す
る
と
危
険
！  

小
さ
な
子
に
触
ら
せ
な
い
で

小
さ
な
子
に
触
ら
せ
な
い
で

《
事
例
１
》

　

子
ど
も
が
腹
痛
を
訴
え
た
た
め
、
近
く
の
病
院
を
受
診
し
た
と
こ
ろ
、
レ

ン
ト
ゲ
ン
で
５
個
連
な
る
金
属
球
と
思
わ
れ
る
異
物
が
入
っ
て
い
た
。
磁
石

に
挟
ま
れ
て
小
腸
に
穴
が
あ
き
、
緊
急
開
腹
手
術
を
し
た
。
磁
石
は
３
歳
の

兄
の
お
も
ち
ゃ
と
し
て
購
入
し
た
も
の
で
、本
児
が
一
緒
に
遊
ぶ
こ
と
も
あ
っ

た
。（
１
歳
女
児　

２
０
２
０
年
９
月
）

《
事
例
２
》

　

８
歳
の
姉
と
マ
グ
ネ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で
遊
ん
で
い
た
。
腹
痛
を
訴
え
た
た
め
、

医
療
機
関
を
受
診
し
、
鎮
痛
剤
等
の
処
方
を
受
け
た
。
症
状
が
改
善
せ
ず
、

別
の
医
療
機
関
を
受
診
し
た
と
こ
ろ
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
で
球
形
物
が
数
珠
状
に

12
個
連
な
っ
て
い
た
。
手
術
室
で
カ
テ
ー
テ
ル
、
切
開
等
の
処
置
を
行
い
摘

出
し
た
。
小
腸
と
胃
に
穴
が
あ
き
、
つ
な
が
っ
て
い
る
状
態
だ
っ
た
。（
３
歳

女
児　

２
０
２
０
年
５
月
）

　

マ
グ
ネ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
キ
ュ
ー
ブ
を
誤
飲
す
る
と
生
死
に
関
わ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
少
し
で
も
誤
飲
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
、
す
ぐ
に
医
療
機
関
を
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

知
っ
得

知
っ
得
！！

年
金
年
金  

シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

《
口
座
振
替
の
方
法
》

　

国
民
年
金
保
険
料
の
口
座
振
替
に
は
、

次
の
５
つ
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

① 

２
年
前
納
（
４
月
〜
翌
々
年
３
月
分
）

② 

１
年
前
納
（
４
月
〜
翌
年
３
月
分
）

③ 

６
か
月
前
納
（
４
月
〜
９
月
分
、
10

月
〜
翌
年
３
月
分
）

④ 

当
月
末
振
替
（
早
割
）

　

※
本
来
の
納
付
期
限
よ
り
も
１
月
早

く
口
座
か
ら
振
替
す
る
方
法
で
す
。

⑤ 

翌
月
末
振
替

　

ま
と
め
て
前
納
（
前
払
い
）
す
る
と
、

割
引
が
適
用
さ
れ
る
た
め
、
お
得
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
下
記
表
を
参
考
に
し
て
く

だ
さ
い
。

《
口
座
振
替
で
の
前
納
の
申
込
に
は
期
限

が
あ
り
ま
す
！
》

　

口
座
振
替
方
法
①
〜
③
は
、
申
込
期
限

が
２
月
末
と
な
り
、
４
月
末
か
ら
振
替
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
③
は
10
月
末
振
替
か

ら
振
替
を
希
望
す
る
場
合
は
、
申
込
期
限

が
８
月
末
と
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付  

口
座
振
替
や
前
納
が
便
利
で
お
得
！

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

　

☎
０
９
９
‐
２
２
５
‐
５
３
１
１

　

市
役
所
健
康
保
険
課
国
保
年
金
係

　

☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
５

令和 3年度の振替方法別割引額　※年度によって変動があります。

2年分に換算した割引額

ー

8,360 円

4,520 円

1,200 円

なし

割引額

15,850 円

4,180 円

1,130 円

50円

なし

納付額

382,550 円

195,140 円

98,530 円

16,560 円

16,610 円

振替方法

2年前納

1年前納

6か月前納

当月末振替

翌月末振替

　

忙
し
く
て
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
支
払
う
時
間
が
な
い
方

な
ど
、
納
め
忘
れ
を
防
ぐ
た
め
に
も
ぜ
ひ

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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宇宙科学技術館　TEL26‐9244/FAX26‐9245宇宙センターだより★★★★
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★★ ★★

★★

　

皆
様
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
種
子
島
宇
宙
セ

ン
タ
ー
所
長
の
川
上
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

地
元
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
ロ

ケ
ッ
ト
の
打
上
げ
を
始
め
と
す
る

宇
宙
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
ご
理
解

と
多
大
な
る
ご
協
力
を
頂
き
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
流
行
が
全
国
的
に
続

く
中
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

の
下
、
Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
44

号
機
の
打
上
げ
、
年
末
の
打
上
げ

に
向
け
た
Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
45

号
機
の
準
備
、
開
発
中
の
Ｈ
３
ロ

ケ
ッ
ト
の
打
上
げ
を
模
擬
し
た
極

低
温
点
検
、
第
一
段
目
に
使
わ
れ

る
Ｌ
Ｅ
‐
９
エ
ン
ジ
ン
の
燃
焼
試

験
、
将
来
予
想
さ
れ
る
年
間
多
数

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

（
本
文
の
内
容
は
12
月
10
日
現
在
）

機
打
上
げ
に
対
応
す
る
た
め
の
第

３
衛
星
フ
ェ
ア
リ
ン
グ
組
立
棟
の

整
備
な
ど
を
進
め
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
全
体
の
出
来
事
と
し

ま
し
て
は
、
11
月
に
13
年
ぶ
り
と

な
る
日
本
人
宇
宙
飛
行
士
の
募
集

を
開
始
す
る
こ
と
を
発
表
し
ま
し

た
。
今
回
の
募
集
で
は
過
去
の
募

集
条
件
に
あ
っ
た
自
然
科
学
系
の

経
歴
条
件
を
撤
廃
す
る
な
ど
、
幅

広
い
人
材
に
門
戸
を
開
く
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
は
、
宇
宙
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
の
打

上
げ
、
Ｌ
Ｅ
‐
９
エ
ン
ジ
ン
の
燃

焼
試
験
が
続
く
ほ
か
、
Ｈ
３
ロ

ケ
ッ
ト
を
デ
ビ
ュ
ー
さ
せ
る
計
画

で
す
。
引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
注
意
を
払
い
つ

つ
、
こ
れ
ら
の
打
上
げ
や
試
験
を

安
全
に
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
の

ご
健
勝
と
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で

と
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

種子島宇宙センター
所長　　川上 道生

地域包括支援センターだより地域包括支援センターだより
■問い合わせ先　市地域包括支援センター（市役所１階高齢者支援課内）☎ 23‐5225

　地域包括支援センターでは、地域主体の高齢者
の通いの場（地域サロン）で、地域からの希望に
応じて各専門職を派遣し、健康づくり（介護予防）
に関する健康講話を実施しています。
　講師は、医師をはじめ、薬剤師、認知症認定看
護師、管理栄養士、わらび苑施設職員などさまざ
まな関係機関に協力をいただいています。
　どの講師の方も、テーマに沿って分かりやすく
お話しくださり、講話を聞いた参加者からは「す
ごくためになった」「今日は良い話が聞けた。来て
よかった」などの感想が多く聞かれています。
　地域の通いの場に参加すると、支援者の方々が
参加者みんなで楽しめるようなプログラムを計画
し、専門職の話を聞く機会や、参加者同士の交流、
レクリエーション、季節に応じた行事などを楽し
むことができます。

地域サロンで大好評です！
　　　介護予防に関する健康講話

　また、地域とのつながりが生まれ、笑顔が増え、
自分の役割を持つことで心と体の健康維持にも
つながっています。
　地域の通いの場をのぞいてみませんか？興味
のある方は、お問い合わせください。

▲ 現和上之町・下之町合同サロンでの様子
　　　　　　　　　（田上寛容医師の講話）

▲ 松畠松寿会での様子
（認知症疾患医療センター看護師の講話）

⑰ 市政の窓2022.1 月号



戸籍の窓
  

香
典
返
し
寄
附

  

社
協
だ
よ
り
（
10
月
受
付
分
）

（
寄
付
者
名
）
（
住
所
）
（
故
人
名
）

松
本　

律
子

浅
川

松
本　

豊

石
原　

達

上
石
寺

石
原　

周
次
郎

榎
本　

シ
ゲ
子
現
和
下
之
町
榎
本　

長
有

　

こ
の
た
び
は
、
社
協
に
香
典
返
し
と
し
て
ご
寄

附
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ご
親
族
の
ご
芳
志
に
そ
い
ま
す
よ
う
、
社
会

福
祉
の
た
め
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

  

健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

  
う
ぶ
ご
え
（
〜
12
月
15
日
受
付
分
）

  

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

お
く
や
み
（
〜
12
月
15
日
受
付
分
）

（
出
生
児
）
（
性
別
）
（
父
）

（
母
）

（
住
所
）

田
原　

千ち
か歌

女

良

愛
衣

洲
之
崎

瀬
﨑　

ゆ
あ

女

由
人

優
果

鹿
屋
市

稲
村　

美み
お桜

女

駆

恵
美

松
畠

白
河　

か
な
る

女

洋
人

志
保
子
奥

塰
河　

歩
あ
ゆ
む

男

敬
太

佐
央
里
塰
泊

砂
坂　

櫂か
い

男

輝

華
奈
子
小
牧

　

迫　

明み
つ
き希

女

幸
輔

望
未

城

渉　

還か
ん
た太

男

浩
之

由
美
子
形
之
山

（
氏
名
）

（
年
齢
）（
住
所
）

山
之
内　

ヨ
シ
エ

94

古
田
上
之
町

中
園　

定
雄

91

下
郷

田
中　

文
子

85

川
迎

遠
藤　

チ
エ

97

松
畠

古
賀　

正
清

87

牧
之
峯

荒
河　

和
也

78

美
浜
町

長
野　

程

89

里
之
町

石
村　

郁
美

62

上
石
寺

古
川　

タ
ツ

93

小
牧

岩
本　

ミ
チ
ヱ

92

庄
司
浦

沖
田　

ナ
ミ

86

沖
ケ
浜
田

鮫
島　

宗
樹

63

小
牧

園
田　

又
男

88

鴨
女
町

山
本　

絹
江

86

能
野
里

古
田　

サ
チ
子

93

沖
ケ
浜
田

能
野　

ヒ
サ
ミ

95

上
能
野

井
元　

常
喜

77

西
町

竹
原　

ト
キ
子

88

上
石
寺

常　

ユ
キ
ノ

84

上
之
原
町

中
野　

周
𠮷

85

美
浜
町

小
山
田　

一
夫

82

現
和
上
之
町

古
市　

ケ
イ
子

90

浦
田

深
田　

ミ
チ
子

89

深
川

　

1212
月月
８８
日
（
水
）、
市
給
食
セ
ン
タ
ー

日
（
水
）、
市
給
食
セ
ン
タ
ー

に
１
０
０
㎏
の
り
ん
ご
が
届
き
ま
し
た
。

に
１
０
０
㎏
の
り
ん
ご
が
届
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
平
成

　

こ
れ
は
、
平
成
2424
年
に
本
市
で
開
催

年
に
本
市
で
開
催

さ
れ
た
滋
賀
県
長
浜
市
と
の
記
念
事
業

さ
れ
た
滋
賀
県
長
浜
市
と
の
記
念
事
業

で
の
交
流
を
き
っ
か
け
に
、
京
都
府
宇

で
の
交
流
を
き
っ
か
け
に
、
京
都
府
宇

治
市
在
住
の
河
田
由
美
さ
ん
か
ら
寄
付

治
市
在
住
の
河
田
由
美
さ
ん
か
ら
寄
付

し
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

し
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

　

届
い
た
り
ん
ご
は
、
市
内
の
保
育
園
・

　

届
い
た
り
ん
ご
は
、
市
内
の
保
育
園
・

幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
に
配
布
さ
れ
、
市

幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
に
配
布
さ
れ
、
市

内
の
小
学
校
と
中
学
校
で
は
、
給
食
と

内
の
小
学
校
と
中
学
校
で
は
、
給
食
と

し
て
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

し
て
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　

上
西
小
学
校
の
新
村
瑞
希
君
（
２
年
）

　

上
西
小
学
校
の
新
村
瑞
希
君
（
２
年
）

は
、「
甘
く
て
お
い
し
い
。
河
田
さ
ん
に
、

は
、「
甘
く
て
お
い
し
い
。
河
田
さ
ん
に
、

り
ん
ご
を
届
け
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

り
ん
ご
を
届
け
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

と
伝
え
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

と
伝
え
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

り
ん
ご
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

り
ん
ご
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た※届いたりんごは、片桐農園（長野県）産のものです。

素敵なお手紙ありがとうございました！

⑱

11/19（金）勤労感謝の日訪問

西之表幼稚園の皆さん西之表幼稚園の皆さん

市政の窓 2022.1 月号



青果状況【11月】

内　訳 入荷量 取引額 入荷量 取引額
（㎏）（千円）（㎏）（千円）

野
菜
類

根菜類 839 154 6,326 507
葉茎菜
　　類 883 166 7,728 744

果菜類 512 109 2,227 591
その他 1,737 480 3,278 772
小 計 3,971 909 19,559 2,614

果
物
類

かん
きつ類 18 7 4,935 521

果瓜類 0 0 70 20
その他 80 78 2,875 451
小 計 98 85 7,880 992

鳥卵・　　
加 工 品 等 101 35 767 226

花　類 17,397
本 442 0

本 0

区　分 島内産 島外産
入荷量
32トン

4トン
（13％）

28トン
（87％）

取引額
530万円

147万円
（28％）

383万円
（72％）

　野菜・果物・花類の出荷をご希
望の方は、種子島公設地方卸売市
場をご利用ください。
《1月の休み》
1日・2日・3日・9日・10日・12
日・16 日・19 日・23 日・26 日・
30日 ■問い合わせ先

　種子島公設地方卸売市場
　☎ 22‐0216

庭
に
咲
く
ふ
よ
う
の
花
は
日
に
三
度
色
の
変
わ
り
て
短
き
生い

の
ち命

目
の
前
に
秋
は
来
て
い
る
鮮
や
か
に
色
と
り
ど
り
に
コ
ス
モ
ス
の
花

渓
谷
の
武む

さ
し
ら
ん
ざ
ん

蔵
嵐
山
紅
葉
狩
り
七
十
一
の
小
春
日
和
に

潮
騒
や
小
窓
ゆ
も
る
る
月
灯
り
湯
舟
に
く
つ
ろ
ぐ
今
の
し
あ
わ
せ

初
め
て
の
末
っ
子こ

か
ら
の
送
り
物
「
お
母
さ
ん
今
日
誕
生
日
だ
ろ
」

大
好
き
な
植
物
の
名
前
う
か
び
こ
ず
や
っ
と
三
日
目
「
レ
モ
ン
ユ
ー
カ
リ
」

火
の
気
な
き
ス
ト
ー
ブ
前
に
六
つ
の
目
見
上
げ
る
猫
に
急せ

い
て
火
を
つ
け

癒い
や

さ
れ
て
生
き
て
る
証
支
え
ら
れ
思
い
出
た
ど
り
日
記
を
書
く

今
は
亡
き
友
の
門
辺
に
ゆ
れ
て
咲
く
君
に
似
し
花
こ
す
も
す
の
花

酒
の
香か

を
ほ
ん
の
り
残
し
て
あ
わ
し
柿
す
ぐ
来
る
冬
の
足
音
運
ぶ

散
歩
行
く
リ
ー
ド
く
わ
え
て
犬
が
吠
え
足
腰
鍛
え
長
生
き
し
ろ
と

大
根
に
厚
あ
げ
卵
ぐ
つ
ぐ
つ
と
寒
入
り
の
夜
は
お
で
ん
の
馳
走

今
日
は
ゼ
ロ
明
日
も
ゼ
ロ
だ
と
う
れ
し
い
な
変
異
が
来
る
ぞ
経
験
い
か
せ

遠
く
よ
り
帰
宅
見
と
ど
け
山
羊
は
鳴
き
門
に
は
猫
が
座
し
て
待
ち
お
り

草
む
ら
に
あ
ま
た
の
光
ち
り
ば
め
て
し
ず
か
に
雨
は
朝
を
離
れ
つ

七
五
三
孫
と
参
り
て
着
物
着
る

中
野
・
榎
本　

澄
江

鹿
児
島
市
・
大
山　

貴
美
子

千
葉
県
流
山
市
・
小
山
田　

操

洲
之
崎
・
後
庵　

キ
ク

桜
が
丘
・
下
玉
利　

明
子

榕
城
中
目
・
下
村　

タ
ミ
子

中
西
・
新
藤　

富
美
恵

野
木
平
・
戸
川　

蓉
子

朝
日
が
丘
・
中
村　

ツ
ヤ

美
浜
町
・
中
川　

リ
ン
子

横
山
・
中
目　

健
一
郎

桜
が
丘
・
倍　

由
美
子

上
能
野
・
福
元　

秀
義

本
立
・
吉
永　

正

本
立
・
吉
永　

タ
ツ
子

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
ま
さ
か
ず

　

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
な
ど
で
、
市
役
所
総
務
課
秘
書
広
報
係
へ
10

日
（
次
月
掲
載
分
）
ま
で
に
、
ご
連
絡
先
を
明
記
の

う
え
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。
掲
載
は
、
一
人
一
点
と

さ
せ
て
頂
き
、
紙
面
の
都
合
上
、
掲
載
さ
れ
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

校区 男 女 計 世帯数
榕城 3,634 4,006 7,640 3,947
上西 229 248 477 272
下西 1,005 1,105 2,110 1,138
国上 483 512 995 552
伊関 186 202 388 213
安納 179 184 363 206
現和 574 593 1,167 659
安城 149 144 293 166
立山 47 40 87 47
中割 38 37 75 49
古田 158 185 343 179
住吉 379 447 826 469

［校区別］

［人口］
全体 14,764 人（－ 16）
男性 7,061 人（± 0）
女性 7,703 人（－ 16）
［世帯数］
7,897 世帯（－19）
（　）内の数字は前月比

11月末現在
人人口・世帯口・世帯

［火　災］
出火件数　1件
うち建物　0件
［救　急］
出動件数　52件
うち急病　35件

11月分
火火災・救急災・救急

暮らしの窓

発生件数　   6 件
死 者　   1 人
負 傷 者　   5 人

12月10日現在（累計）
交交通事故通事故（人身事故）

⑲

　

1212
月
５
日
（
日
）
と

月
５
日
（
日
）
と
1212
月月
1111
日
（
土
）

日
（
土
）

に
、
市
民
会
館
で
、
高
校
生
と
独
身
男

に
、
市
民
会
館
で
、
高
校
生
と
独
身
男

女
を
対
象
に
「
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
セ
ミ

女
を
対
象
に
「
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

山
形
県
在
住
の
講
師
わ
だ
ゆ
き
こ
さ

　

山
形
県
在
住
の
講
師
わ
だ
ゆ
き
こ
さ

ん
（
ん
（M

O
TH
ER design

M
O
TH
ER design

代
表
）
に

代
表
）
に

よ
る
、「
生
き
方
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

よ
る
、「
生
き
方
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

講
話
や
自
分
自
身
の
価
値
観
を
考
え
る

講
話
や
自
分
自
身
の
価
値
観
を
考
え
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行

わ
れ
、
参
加
者
か
ら
は
「
自
分
を
見
つ

わ
れ
、
参
加
者
か
ら
は
「
自
分
を
見
つ

め
直
し
、
こ
れ
か
ら
の
生
き
方
に
つ
い

め
直
し
、
こ
れ
か
ら
の
生
き
方
に
つ
い

て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
」
と
の
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